
市民科の学習プログラム

「学校のトイレを気持ちよく使うために考えるjが

児童に与える教育的効果について

村上八千世* 酒井 顔料

品川豆の小学校の 5年生を対象に f学校のトイレを気持ちよく使うために考えるjとい

うテーマで甫畏科のプログラム(以下，本プログラム〉を考え実施した.本プログラムが

市民科のプログラムとして適切であるか，またどのような教育的効果が得られるか，さら

に本プログラムを実施することで現実に学校トイレが抱える維持管理上の問題を解消する

ことができるかを検証した.プログラム実施の前後で行ったアンケート調査や，プログラ

ムの中で子どもが記述したワークシートの分析から，本プログラムは子どもの自己効力感

を高め，責任感，達成惑，自立心などを向上させていることが読みとれた.市民科の狙い

である社会の一員としての自己の役割を理解し，社会貢献しようとする行動力や問題解決

能力，コミュニケーション能力を身につけさせるツーんとして機能していることがわかっ

たーまた 5年生が本プログラムを実賭することで他学年の児童との巷互作用が生まれ， 5 

年生だけでなく全校児童のトイレ利用に対する意識が啓発され，本プログラムは学校のト

イレが抱える問題の解消手段として機能していることもわかった.

1 .はじめに

(1) 品川区の「甫民科j導入

錨値観が多様化する近年で誌個性を発聾することを

求めちれる一方で，所属する社会の中で個人はその責

迂と義務を求めちれ，社会や地域へのー震の参画を期

待されており， r市民教育jというものが注目されて

いる.

品川区の小中学校では小・中一貫教育の導入ととも

に平成18年度より区内全校で「甫民科jが新設され

た.特別活動，道密，総合的な学習の時間を一つの教

科として組み替え，年間70~140時間を割く.同区の

場合も市民稗導入の背景には，子どもたちが自分の将

来について理想をもてないこと，規範意識や公共心の

抵下，いじめ・不登校の増加，家庭でのしつけ機能の

抵下などへの危機惑があった.そんな中で子どもたち

にこれかち社会を生き抜いてもらうために，よりよい

自らの在り方や，生き方を探求し続けようとする強い

意思と同時に積題的に社会の発震に貢醸しようとす

る能力を身につけさせようとl1Jよばれている.

品川区の掲げる f市民科jの目標は f自分自身にとっ

ての真理を求め続け，自ら生きる道筋を見つけさせる

能力の習得と，社会における規律・規範を重んじる自

己抑制力とそれを支える倫理観，そして将来の理想を

実現させていくための方法など，本当の意味で生きる

力を育てようとするものJで怠る. これらの目標を達

成するために f市民科jでは①彊にかかわるー f自己管

理J，@1酉と集団・社会をつなぐー f人間関係形成Jr自
治的活動J，③社会にかかわるイ文化館造Jr将来設計J，

これら 3段階， 5領域を設定しており，さらに身につ

けさせたい能力として真誌的に15の能力を掲げてい

る一貫教育の 2年間のうち，第 5学年から第 7学

年では，特に家庭や社会における自己の役割を理解さ

せ，進んで集団や社会に貢献しようとする社会的な行

動力の基礎を身につけさせることや，学校・地域社会

における生活上の問題を見つけ，信人や集団・組織で

問題解決を行う実践的な能力を形成するなど，吉己と

集団・社会をつなぐために自治的活動の原理・原期を

教え，社会的行動力の基礎を育成すること，すなわち
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f自治的活動Jr文化創造jに重点を置いている.

本プログラムは市民科本格導入の前年度に実施して

おり，翌年の導入を視野に入れながち， r総合的な学

習の時間jで試みたものである.

(2) 施設管理と「甫民科j

本プログラムはトイレの維持管理をテーマに子ども

たちに市民科でめざす能力を身につけさせようという

ものである.

大都市の小学校では，子どもに学校のトイレ掃除を

させないところが少なくない.現在東京都23区内の

小学校では，基本的に児童はトイレ掃除を行わないこ

とになっている.その理由は定かではないが，学力強

化を護先させるためや衛生上の問題などが考えられ

る.今回プヨグラムを実施した品川区立域南小学校で

も日常的にはトイレ掃除は用務主事が行い，子どもは

参加していない.子どもがトイレ捧除に参加しなけれ

ば，教員も指導の必要がないため， トイレの維持管理

に対して子どもと共に関心が向きにくくなっている.

しかし，自分たちで使う施設やモノを，自分たちで

責任をもって管理できるようにするということはまさ

に市民科の理念に合致ι公共心を育てるための絶好

の機会である.自らが掃除を行うことによって自らの

利用態度を振り返ることができ，利用マナーを改めた

り，掃除の方法を工夫したり，他者の利用方法につい

て指導・害発活動を行うなど発展させて考えることが

できる.このように施設管理への見童の参加は校内で

起こる日常的な問題に適切に対応できる能力や資質の

発達を促し，社会の一員としてどのように行動すべき

かという基軸を教える機会となる.豊かな教育的効果

が期待でき， r市民科jのテーマであるrEl治的活動Jr文
化製造jにもよく当てはまる.

持田 (2000)は子どもの家事離れを例にとって， r子
どもは将来に讃えて学ぶ あるいは遊ぶ存在であると

いう意識が彼らを仕事から分離させているjと指摘し，

また， r仕事jについて「近代以前の人々は子どもが働

くことを至極当然のこととし しかもそれは将来のた

めの訓練としてではなく，その時々にそれなりの責任

を委ねて， w自分』の社会の中での位置を認識するよ

うな影での社会化をもたらし，かつ共同体成員として

の社会生もなされていたjと述べている.現代の学校

での子どもの「トイレ掃除j離れについても同様の見

方ができるし， トイレ掃除がもっ f仕事jとしての役

割も見室すべきである.
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(3) 学校のトイレ環境が抱える問題

学校トイレの利用についてのアンケート調査の結果

によると子どもたちの学校トイレに対する嫌悪理由は

「くさいjや f汚いjという要国が圧劉的に多い〈村上・

根ケ山， 2004). そこで改諺工事が蓋んに行われるよ

うになったが， トイレがきれいになり，一豆は開題が

解治しても，瞬く簡に元のくさく，汚い状議へと戻っ

てしまうことが多いのである.せっかく莫大なコスト

をかけても，結局は子どもにとって行きにくいトイレ

にすぐ戻ってしまうのである.この京国に泣，主に子

どもたちの利用マナーが抵いこと，子どもの掃除離れ

による無関心主教員の指導不足による維持管理の不

徹底，さらに少子化に{半う掃除当番の割当て人員不足

などがある. rトイレ諦除jを学習プログラムの中ζ

組み込むことで， これらの需題が解決すれば一石二鳥

であるし，実践的なプログラムとなりえるだろう.

それから，学校トイレの問題にはメンタルなものも

ある.小学生では高学年になると学校で排梗をするこ

とに「恥ずかしさJを惑じる子どもが増え，排濯を我

慢する要因となっている(村上・援ヶ山， 2004).これ

には，排准は単に汚く，くさい行為であり， トイレも

汚く近づきたくない場所という認識が影響していると

考えられる.直接的ではないが，自らがトイレの問題

にかかわることで， トイレや排准に対する関心や理解

が深まれば，排便することに対する過剰な差恥やは緩

和されるのではないかと考えた.

(4) トイレ掃除の実技指導の経験から

筆者は小学校に招かれて， トイレ掃除の実技指導を

行うことがしばしばある.実技指導であるので，対象

人数には邑ずと制限ができ，たいていの場合に誌高学

年の美化委員などが指名されて指導を受けることにな

る.指導を開始するときはおおかたの子どもの表慢に，

「なぜ，自分がこんな役目を負わなくてはならないの

かJrトイレ掃除だなんてついてないJというような不

服の表情が読み取れる. しかし，これが一旦掃捺を実

際に始めてみると自の色が変わり，指導が終わるころ

には，何か自信を勝ち取ったような満足惑に溢れた表

情に一変する.そしてこのような子どもの変化は，揮

除の効果が高かったとき(たとえば便器の汚れがきれ

いに落ちたとき)に顕著であり，また他の子どもから

の賞賛の声が易るとさらに掃除をした子どもを感動さ

せるということが見受けられた.このようなことから

「トイレ掃除jを通して子どもたちの自己効力感，達

成動機を高めるよい機会になっていると確言した.



総合的な学習の時間ではテーマを学校の外の環境に

求めることが多いが， rトイレJのように身近で，し

かも子どもたち自身が直接所属する社会の運営と実震

的に結び、つくテーマを取り上げることには大きな意味

があるのではないかと考えた.

2. 目的

本研究では{学校のトイレを気持ちよく捷うためにj

をテーマとして構成した学習プログラムが「市民科j

のプログラムとして有意義であるかどうか，そしてfト

イレ掃徐jを学習のプログラムに組み込むことがどん

な効果を子どもにもたらすのか，また同時に学校の

トイレが抱えている問題を実践的に解決する手段とし

て有効であるかどうかを確かめることを呂的としてい

る.

3. 方法

(1) 対象，実撞時期

品川区立城南小学校 5年生の男子18入，女子20入.

2006年 2月.........3月に実施.

城高小学校は平成16年に創立130周年を適えた伝統

ある学校である.周辺地域は高居や寺が多く，祭りな

どが年中行事として盛大に行われ，下町の雰囲気を残

す都心の小学校である.全校克童数242入で，各学年

は学級数が 1.........2クラスであり， 5年生は lクラス

であった.小学校の敷地内には区立の幼誰冨があり，

園児との交流や異学年交涜，中学校との交流を積極的

に行っている.

(2) 学習プログラムの楳要

今回行った学習プログラムの各国の内容は表 lの

とおりである.授業の進め方は基本的に子ども傑から

出たアイデアや考えを尊重し，それを実現するやり

方で行った.進行は基本的に担任が行い，必要に応じ

て筆者がサポートに入った.授業時間内に終了できな

かった作業は富題や予績の時間で対応した.

(1 @]目:導入〉

ほとんどの子どもにとって「トイレjのことについ

てじっくりと考えるのは初めての経験であり，概ね良

い印象をもっていなかった. 1年話にほぼ同様の学習

プログラムをやはり 5年生に行ったときは{なぜトイ

レのことなんか勉強するの?J rトイレの話ばかりだ

と気分が悪くなるjという意見が非常に強かった.今

回のクラスではその点を踏まえプログラム 1@J巨む

導入のときに「トイレの大切さJr排涯の大切さjにつ

いて講義し， トイレについて感心を持ちやすいように

配慮した.また他校のトイレに関する取り組みを紹介

した. トイレ掃除を岳分たちで行う事例， トイレの改

修に向けて子どもたち自身が意見や要望をまとめる事

例，子どもたちがトイレのデザインを考える事例など

数例を話した.そして現在子どもたちが学校のトイレ

について因っていること，不便に患っていることをあ

げさせ，その原因が何かを考えさせた.さらに自分

たちだけでなく全校児童が学校トイレに対してどう考

えているのかを調べることを促し，その手段として，

アンケート調査が子どもたちより提案された.

(2田昌:調査・分析〉

各グループに別れ，それぞれが組の学年の 1クラ

スずつを担当し，アンケート調査を行った.調査には

アンケート用紙の作成，諜査の依頼と説明，集計，分

析という一連の作業が伴った.アンケート用紙を作

成する際，その結果をどのように活用するのかまでは

考えが及んでいなかったため，設需を考える擦ζ具体

的にイメージしにくいようであった.アンケート用紙

はこの時間までに完成させておいた.低学年担当のグ

)vープは難しい漢字を使用せず，ひらがな表記にする

など，対象に合わせたわかりやすい表現方法を独自で

工夫していた.グループのメンバーで諜査依頼詩の毒

いさつ，説明，配布.@f収など分担を決め，アンケー

トの依頼に出向いた.子ども達は依頼や説明をしたこ

とに対する桔手の反応に関心をもち，しっかり語いて

くれたか，理解してくれたか，うまく説明できたかに

ついて言及する感想が多く見られた.すぐにアンケー

ト用紙を毘収し，集計咋業を行った.集計結果をグラ

フ化し，結果から何が分かるかを分析した.結果をグ

ラフに加工することを難しく感じる子どもが少なくな

かったが， rなぜ，算数の時間にグラフを習ったかが

わかったjというような感想、もあった.アンケートの

結果は fふつうjなどの選択肢を選ぶ田答が多く， 5 

年生にとって分析しにくいものになってしまった.ア

ンケート用紙の分析を効果的にするには fふつうjな

どの中間的な選択鼓を除外するなど教員側からアドバ

イスをするべきであった.それでも子どもたちはそれ

ぞれの間いの結果を関連付けて考え，分析のための議

論はしっかりできていた.各グループで作成したアン

ケートの項自は統一されたもので、はなかったが，それ
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表1.学習プログラムの概要

田 丹日 温い
市民科で身につけさせた

授業内容
い能力と整合するもの

1 2月16日(木) -導入ー -責任遂行能力 -学校のトイレ，他の学校での取り

子どもの関心をトイレ -自地理解力 組みについて説明

3、4時間呂 へ向ける -コミュニケーション能 -自分たちが学校のトイレで密るこ

-問題把握一 力 とはどんなこと

何が問題か理解させる

-調査計画 他の学年はどんなふうに患っている

自分たちの考えだけで だろう?

なく，学校全体でどう
なのかを理解させる アンケート調査をやろう i

アンケート用紙作成

設頼時の説明の練習

2 2月21日(火) -調査依頼・実施 -自治活動能力 1.アンケート実施〈輯の時間)

調査を依頼するための -道徳実践能力 -斑ごとに各学年に依頼に行く

報学習+ 工夫，表現方法を考え -社会的判断・行動能力

1、2時間B させる，役割分担や時 2. アンケート集計

間的配分を考えさせる.

-調査集計・分析 3. 集計結果から問題点について意

集計結果のグラフ化， 見を出す.気持ちよくトイレを

分新結果の読み取り方 使うために自分たちでできるこ

を考える とは何か

-解決策の検討 4.対策案を出す

対策案について意見を -アンケート結果のフィードバック

出し合う -ポスターの作成

-使い方の指導
-トイレ掃除

3 2丹23B(木〉 -対策案〈アンケート結果 -文化活動能力 前回決めた対策案を実行の準備

報告、ポスター作成〉実行 -金画・表現能力 -アンケート結果の勉学年への報

3、4時期自 の準備(1) -自治活動能力 告準備

相手の立場に立って， -ポスター作成

訴求方法，わかりやす -使い方指導準講

さの工夫をさせる

4 3月2B (木) -対策案実行の準績は) 対策案の実施に向けて準舗の続き

-靖報収集 -トイレ揚除の準錆〈主事さんと揮

3、4持問自 対策案(掃除〉実行のた 除の専門家に話を聞く)

めの'誇報収集.人の意
見をきく

5 3月8日〈水) -対策案(掃諜〉実行 -社会的役割遂行能力 トイレ掃除実路

掃除方法の工夫，やり -自己修養能力 それぞれが便器を分担して磨く.

3、4時間自 とげる根気強さ，協力， -責任遂行能力 便器 1{匿に{寸き 1人，.....， 2入で握当.

-自治的活動能力

-社会的判断・行動能力

6 3月16日〈木) -報告・発表 -コミュニケーション能 各学年に報告，発表

これまでの調査や活動 力

昼時間 +5時間 について他学年に報告 -責任遂行能力 まとめ，今後の継続について

E 発表する -自他理解能力

-自治活動能力

-社会的判断・行動能力

-金画・表現能力

-評価を受ける -社会的役割遂行能力 5年生の活動に対する抱学年の感想、

勉の学年からの評舗 -社会認識能力 をアンケート謁査する〈教員による). 

7 3月20B(丹) -評価に対する感想 結果を受けて 5年生に感想を書いて

-今後に向けて もらう.

授業は今回で終わるが，今後どうす

るべきかを話し合う.
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ぞれのグループの結果から， rきれいに捷っているJ

と答える人が多いのに， rトイレが汚いと思うjと答

える人が多いという矛墳が浮かび、上がってきた.そこ

から「ほんとうは個人個人が使い方をよく分かってい

ないのではないかjという意見が出て，啓発してゆく

ことが必要であるということになった.また「トイレ

が汚いの泣，自分たちの夜い方が悪いかちで，自分た

ちで汚したものは自分たちできれいiこするべきだ、jと

いう意見も出た.そして対策案として，まずこのアン

ケート調査の結果をそれぞれの学年に報告し，実態を

知ってもらうこと， トイレの利用方法について注意・

指導すること，ポスターを作り， トイレ内に掲示する

こと，自分たちでもトイレ掃除をすることが決まった.

(3，4田昌:対策案実行準錆〉

3@]EIではアンケート調査の結果報告やトイレの使

い方指導のためのツールを作成.グラフを大きな紙に

描いたり，和式梗器の産る栓置を指導できるように便

器と足型の絵を作成した.また， トイレ利用の注意を

記したポスターを作成した.発表のシュミレーショ

ンを待問内に行った.どうしたら入のBを引きやす

にわかりやすくなるか発表ツールのデザインに工夫

があった. 4司自では掃鈴の準嶺として，主事さんか

ら日ごろの掃除で大変なこと，揚捺のコツなどお話を

侮った.さらに具捧的な撮徐道具の使い方や手!額につ

いて専門家(筆者〉からガイダンスを受けた.主事さ

んの話からは，作業の大変さを感じ取り，感謝の言葉

を感想に残す子と、もが多かった.また，異体的に清掃

方法を指導されることで，揮除活動に期待をもっ子ど

も，腰が引ける子どもがそれぞれいた.

(5田富:掃除実行〉

各グループで校内のトイレをー笛所ずつ分担し，

1 "" 2人で便器を 1鱈ずつ分担できるようにした.

はじめに専門家より作業のポイントを示して見せた.

時間中，ほとんどの子どもが懸命に器具や床を磨い

た.終了後，掃除をする前と後の感想をそれぞれワー

クシートに記入してもらった. rトイレ掃除はやって

みると意外にも楽しかったjという意見が多かった.

(6田富:報告・発表〉

これまでの活動をまとめて，各グループごとに担当

した学年クラスへ出向いて，報告・発表を行った.分

かりやすく伝えるために説明の方法，声の出し方，ツー

ルの硬い方，時間配分などに工夫があった.終7後の

ワークシートには，開き手にうまく言いたいことが伝

わったかどうかを気にする記述が多く見られた.rしっ
かりとアンケート結果を伝えたが， 3年の人はしっか

り聞いてくれたかが心配ですJr 2年生は静かで発表

しやすかった.最後に大きな拍手をしてもらいうれし

かったJr培記できなくて，いっぱいつつかえたのが

残念だったJr遅刻してくる子がいて，全員に語いて

もらえなかったのが残念だ、ったJrみんなつまらなそ

うだ、ったjなどの記述があった.また，発表すること

で自分でも結果をよりよく理解できたようだ. rアン

ケート結果を調べて，自分でも開題がよく分かつたj

との記述があった.

(7 [a)雲:弛学年からの評価と今後〉

活動が一通り終了した時点で， 5年生の活動に対す

る感想、をアンケートで他学年の児童に答えてもらっ

た.設問は rQ1 : 5年生の話〈発表)はよく分かり

ましたか?J rQ 2: 5年生からトイレの話を開いたり，

掃除などをしたことを罷いて， トイレをきれいに使お

うと患いましたか?J rQ 3 : 5年生が学授のトイレ

について調べたり， トイレ揖除をしたことについてど

う思いますか?J (以上選択鼓)， rQ 4 : 5年生に対

するメッセージを書いてくださいJ(記述式)の 4関で

あった.他学年からの感想、はほとんどが 5年生に対す

る感謝など好意的な内容のものであった.この結果を

受けて 5年生がどのように感じたかをワークシート

に記述してもらった. 5年生の感想は， rこんなに感

謝されると患っていなかったJrよろこんでもらえて

うれしいjという感動の記述が多かった.

すべてのプログラムを終えて，今後の活動について

話し合ったときには {掃除当番jを作り，定期的に

揖除を行ってゆこうという意見が出て盛り上がった.

実際に掃除当番ができたら，ぜひ当番になりたいと言

う子どもも少なくなく，子ども達の自主性を感じた.

(3) プログラム各国のワークシート分析

本プログラムの各国の中で子どもが記述したワーク

シートを基に fトイレ掃除jの前後における子どもの

意識の変化や，他学年の評価を受けた 5年生の反応を

分析した.

(4) r本プログラムjの事前事後の子どもの意識の変

化

表 1のプログラムを開始する前と終了した後で，同

じアンケート調査を 5年生に対して行い，本プログ
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ラムが子どもの意識にどのような変北をもたらして

いるかを調べた.14の需に，まったく思わないは点〉

~すごく思う (5点)の 5件法で評定を求めた.設問

項目の 1'""'7は子どもの達成動機澱定尺度〈森・堀野，

1997)を参考に子どもの自分自身で所属する社会の

ために役に立ちたいという気持ちが育っているかをみ

るために猿自に設定し， 8"-'14はトイレ利用や維持

管理に対する関心が深まったかどうかをみるために猿

自に設定した.語査はクラスの担径に故頼し実施した.

4.結果と考察

(1) rトイレ掃除Jの前後における子どもの意識の変

化

プログラム 5回自のトイレ掃除を終了した後，子ど

もに掃除前後の気持ちの変化を自由記述でワークシー

トに書き込んでもらった.記述より fいやだJr気持ち

悪いjという趣旨が読み取れた場合は「否定的jとい

うカテゴリーに， rおもしろいJr楽しいjという趣旨

が読み取れた場合は「肯定的jというカテゴワーに， r難
しそうJrどんな道具を使うのだろう」など「肯定的j

とも「否定的jとも受け取れないものは{どちらとも

いえないjというカテゴリーに分類した.ワークシー

トの提出が無かったものが 3名分あり，有効回答数

35で、分析を行った

分析結果は表 2に示した.男女とも掃除前は掃除に

対して否定的な気持ちを示している子どもが多いが，

掃除後は書定的な気持ちを示した子どもが多かった.

掃除前に否定的な気持ちを示していても，掃除後には

肯定的な考えになるという変化が読み取れた.それぞ

れの記述内容を分類したものが表 3である.

表 2. トイレ掃除の前後における子どもの意識の変化

(N=35) 

揚除後

肯定的
どちちとも

否定的 いえない 合計

肯定的 6 3 3 12 
17.14 8.57 8.57 34.29 

掃除前
否定的 15 17 

42.86 2.86 2.86 48.57 
どちらでも 4 l 8 

ない 11.43 2.86 2.86 17.14 
合計 25 5 5 35 

71.43 14.29 14.29 

〈上段は度数，下段は全体に対する割合〉

掃除を実施する前は{期待]や【きれいにしたい意欲]
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のような惑想も見られるが，やはり否定的な【嫌悪口拒

否】や【未知・不安〕のような感想、が多かった.掃議

後は掃除前に詑べ記述が具体的で，多様な惑需をもた

らしていることがわかった. rおもしろかったJや「き

れいになってよかったjなど単に作業に対する[満足】

や【きれいになったことへの喜び}を表すだけでなく，

「大入に進歩したと思うjのように何か自信を獲得し

たことを思わせる【或長の実感]を表した記述などが

見られた.また自らが作業することで， 日ごろ掃除を

行っている主事さんへの{感謝の気持ち】，思うよう

にできなかったことに対する{責任感工「家のトイレ

もそうじしてみたい」のように今国の経験を家捷で

の{発展.Jo用]に活かしてみたいという意思表示の

記述があった.やってみたら【意外なおもしろさ]を

感じたという表現も多く，諦除をする前は未知な部分

が多く，不安でやりたくないと思っていても，実際に

やってみることで印象がすっかり変わってしまうこと

もあるのだということを理解できたのではないかと患

う.グループで作業を行うことによる{協力・コミュ

ニケーション]の楽しさを記述する子もいた.せっか

くトイレをきれいにしたのだから，それを持続させた

いという気持ちが「きれいに喪ってほしいJrきれいに

使おうと思ったjという[自立・他者啓発}の記述に

なり，自分たちが行ったことに対して拙者がどのよう

に評倍するのかという【評缶の期待]は，一生懸命ゃっ

たことが人の役に立ってほしいという貢献顕望である

と考える.作業に対する[大変さの実感]かちは汚;れ

と格闘する大変さが読みとれ， [拒否感】からは，やっ

てはみたもののやっぱりいやだったという気持ちが読

みとれた

実際掃除話は掃除に対して否定的に考えていて，

掃除後に肯定的な気持ちに変化した子どもの記述を見

てみると，掃除前の[人が使っている便器を隷除する

のはいや，ぞうきんを使うのがいやだなjから掃除後

の fきれいになったら気持ちがいい，がんこな汚れが

とれてきたらうれしかったjへと変fとしている.

-.e.掃除が始まると，汚れを落とすことに夢中にな

り，終了の時間を越えてもまだ喪器にしがみついて磐

いている子どもが少なくなかった.汚れがどんどん落

ちて，対象が f変化jしてゆく様は，子どもたちに大

きな達成感を感じさせるようだ.筆者の経験上， この

「変化jが激しい法ど子どもに与える感動も大きいの

で，掃除方法やスキルをしっかり指導することがプロ

グラムを効果的にするポイントであろう.



表3. トイレ揚除前後の子どもの気持ち

く掃除前〉

[期待】

・楽しみだった
.おもしろそう

・どきどきした
.わくわくした

・楽しそうだけど，きたなそう

{きれいにしたい意欲]

-やるだけやりたい
.きれい立したい

・ちょっとやる気が出た

・やりたくてうずうずした

-みんなに気持ちよく使ってもらうた

めに諦除をしようと思った

-ぴかぴかになったらいい

-床が一番汚いからがんばって掃除を
しよう

【嫌悪など1
.めんどくさい

・汚い
-きもちわるい

・汚れたくない
.くさそー

・びみよう

-つまらない
・すぐあきる

{拒否】

-やりたくなかった
.いやだった

・捧除をしたことが無いのでいやだっ

た
・人が捷った便器を掃除するのはいや

だ
-雑rpを使うのはいやだ

-きれいじゃないと思ってやりたくな

かった
{未知・不安]
・錆単そう

-難しそう

・家のトイレと学校のトイレはどっち

が大変なんだろう

-大変かなあ，大変じゃないかなあ
-きれいかなーと思ったけど意外と汚

かった
・大変ではなさそうと思った
.大変そう

・とても汚れていそう

-きれいになるか心配だった
-汚れはすぐに落ちると思った
• 3人でどれだけきれいになるのか

.どんなよごれがあるのだろう

-すぐに終わると患った

-全体的にきれいでやるところがある

のかなと思った

-きんちょうした

・トイレの汚れが少しついていて排水
口のさびがたくさんついていた

〈掃除後〉

{満足}
・楽しかった，またやちたい

・やりがいがあった

-もっとやりたい
・すごくおもしろかった
.超きもちいい

[きれいになったことへの喜び]
-ぴかぴかにしたことが気持ちよかっ

た
-襲わったときすっきりしてとてもう

れしかった.
・きれいにするのは大変だ、ったけどお

もしろかった
-頑固な汚れが取れたときはうれし

かった
-きれいになってよかった
・きれいになったら気持ちがよい

・トイレ掃除をやったあとはすごく気

持ちがよい

-細かいところまでみがけてよかった
.トイレの地臣がぴかぴかで気持ちよ

かった
-配水管が汚かったけどいっぱい取れ

てよかった
{意外なおもしろさ}
・最初はいやだ、ったけど，やっている

うちに楽しくなってきた.

-やりだしたら，とまらなかった

・トイレ掃除は意外と楽しかった，ま
たいろんな面でがんばりたいです.

.やってみたらあんがい楽しかった

.ぜんぜんあきなかった

-途中から一生懸命できてよかった

.意外と普通だった
・表泣きれいだ、ったけど，揺れている

ところが汚くて気持ち悪かった，で
もやっているうちに噴れてきてきれ

いになるのが楽しくなりました.

-ちょっとだけやろうと思っていたの

に徹底的に全部ゃった.

-やっているうちに楽しくなってき
た，でももうやりたくない.

・いろいろな道具を使って楽しかった

{協力・コミュニケーション】

-みんなで協力できてよかった

-みんなとやって意外と楽しかった

-けんかしたけど，できたことがよ

かった
{成長の実感}

・いい経験になった

-大人に進歩したと患う

[発展・応用]
・家のトイレもそうじしてみたい
-家でも頼まれたらやろうとおもった

.トイレ掃除はこれからも家でやろう

と，恵った
・トイレ掃除は毎Eやらないといけな

いとおもった.

[責任感]

・最後までできなくて残念

-少し汚れが残っているところがあっ

たので残念でした

-楽しかったでも， トイレの汚れが落

ちないところがあって少しいやだっ

た

{感言語の気持ち]
・いつも主事さんがやっているが，ぼ

くたちでやったら気持ちよかった，
.主事さんはいつも一人ですごいなと

思いました.

〔自立・抱者啓発]

-みんなにもきれいに使って欲しいと

強く惑じた

・これからトイレをきれいに使おうと

患った
・なぜ汚くなったんだろうと患った

{評価の期待〕

-砲の入が見てきれいに患ってくれる

か楽しみ

{大変さの実感]

・小便器は汚れが落ちにくかった
.難しかった
・ゴム手袋が黄色くなってび、っくりし

た.

・すごく時間がかかった
-表泣きれいでも，蔭れているところ

に汚れがあった

-なかなか汚れが落ちなかった
.結構大変だ、った

・そうじはとても大変だと思った
.汚れがひどくて大変だ、った

〔拒杏感】

・くさかった

-気持ち悪かった
・鳥肌がたってしょうがなかった，も

うしたくない.

・もうや与たくない

-壊れた，楽しくなかった
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(2) 他学年からの評揺と 5年生の反応

本プ包グラムの 6@]13を終えたところで> 5年生の

活動についてアンケートにより他学年の見童に惑想を

聞いたところ国 lのような結果が得ちれた. 5年生の

発表は概ね「わかりやすく J， 5年生の発表を聞いた

ことで「トイレをきれいに捷おうと思ったjと答える

子どもが 8割を越え， 5年生の活動に対して感謝の気

持ちを示した子どもが 8割近くいた.

さらに自由記述式の設問で， r 5年生へのメッセー

ジjを書いてもちったが. ~.まぽ全員が丁寧に書き込ん

でおり，感諜と感動の度合いが伺えた.表 4はその

明細である.これらの結果は本プログラムを通して 5

年生が他学年記対して行った発表やトイレ掃除などの

活動の成果といえる.学習のテーマ註「学校のトイレ

を気持ちよく使うためにjであるから，他学年の児童

表 4.全校児童の 5年生へのメッセージ

(メッセージの末尾の数字は類似回答数)

[感謝の気持ち】
e トイレのことを教えてくれてありがとう
・ありがとう 5 
-トイレをきれいにしてくれてありがとう 51 
• 5年生がそうじをしてくれてうれしかった
-そうじをしてくれてありがとう.22
・教室ではじめて 5年生がトイレ掃除をするときいてびっ
くりしたけど，ありがたいと思いました.

-最初からすごくトイレはきれいと思ったけど，こまかい
ところまで掃除をしてくれてありがとう.

-トイレに入れなかったことはちょっと悪かったけど， ト
イレ揚捺してくれてありがとう.

.5年生がそうじをしてくれたので，きれいになりました.
とてもうれしかったです.

-トイレはすごく汚かったのでトイレをきれいにしてくれ
てとてもうれしいです

• 5年生誌トイレの掃除をしてとてもすごいと思いました
.私はトイレを汚いと思っていたので掃除をしてくれて良
かったです.

-トイレ掃除ご苦労様です 4
・みんながいやがるようなことしてくれてありがとう 2 

・私たち何年〉が去年ゃったことを 5年生もやってくれ
てうれしいです.

・トイレだけでも掃除することはいいことだと思った
.よくトイレ諦除ができたなと思った
• 5年生がトイレのことでがんばっているんだと思った
・ずいぶんきれいになった気がした 2 

【これからもお願いします]
・これからもトイレそうじをよろしくお顕いします 5 
・これからもトイレをきれいにしてください 4 
-すごくうれしくなったのでぜ、びがんばってください
-トイレの話をしてくれてありがとう.またトイレのこと
を教えてください

-がんばってください
-トイレをもっときれいにして欲しい.トイレがくさい(少
しだけ)
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発表は理解でき

。覧 20兎 40% 60'児

図 1 全校生徒の 5年生の活動に対する惑想、 (N=194) 

の多くが fトイレをきれいに使おうと患ったjと答え

ているということは学習の成果が実践的に学校という

社会で役立つたと考えることができる.

他学年からの 5年生へのメッセージの中には，感謝

【発表についての評価]
-発表がききやすかったです。
-発表がとてもすばらしいと患った
-和式の{吏い方ゃいろいろ教えてくれてありがとう
・話がよくわかった 2 

L意志表明】

・私たちも 5年生になったらトイレをきれいにします. 5 
・5年生の話を詞いてトイレをきれいに使いたいと患いま
した 9 

・私たちも 5年生になるとトイレの勉強をするので，とて
もよいと患いました.

-ぼくたち (6年)も昨年ゃったのできれいにつかうこと
を心がけています.

-トイレをきれいにすることはすごいいいことで，みんな
きもちよくトイレに入れると患う. 2 

・私たちもそうじをした後はきれいに使っていたので， 5 
年生もきれいに使ってください.

【質調】
・トイレにうんちがのこっていたら，どうしたらいいんで
すか?

[その他}
・あのトイレカードはどうやって作ったんですか?
.ハエの死体がときどきあります.
・城南小をきれいにしたということはすきになりました



共演者となっている.そのためこの学習プログラムに

よって 5年生のみならず，他学年の児童にも影響を与

えていることになった.

(3) r本プログラム」の事前事後の子どもの意識の変

化

結果をまとめたのが表 5である.

効果が本プログラムのみから起因すると判断するこ

とは当然できないが，関連があると考えることはでき

るだろう.

結果はすべての項目で平均値は事前より事後のほう

が高く，それぞれの項目においてプログラム終了後に

意識が高まったといえる.

事前と事後の平均値の差の検定(t検定)を行った

ところ，その差が有意である項目がいくつか見られ

た. 1"'7の項目で差が宥意であったの誌， r人のた

めになることがしたいJr人からありがとうっていわ

れるとうれしいと思うJr自分がしたことで人が喜ぶ

とうれしいjなど他者からの評価や反応が関わる項目

であり，プログラムの中で、行った他学年からの評植を

受けたことが大きく影響していると考えられる.

12の項目で差が脊意であったのは f学校のトイレをき

れいに使おうと思うJr学校のトイレで自分で汚した

ところは自分できれいにしようと思うJなど自分自身

の行動に責任を持ち行動を改めようという内容のもの

であった.さちに13'"14の項目はトイレ利用時のメ

ンタルな問題に絡む部分であるが，これらに関しでも

それぞれ事後の平均が増加しており， r学校のトイレ

で大便するのははずかしくないと思うjの項目は差が

有意であった.これは本研究だけではなんともいえな

いが， トイレを気持ちよく使おうと考えたり，活動す

ることが，おのずと排濯のことにも理解を深め， トイ

レ利用時に感じる子どもたちの f恥ずかしさJも軽減

するのではないかと考える.汚いと患っていたトイレ

を自分で掃除するという強烈な体験をすることが.r恥
ずかしいjという意識に変化をもたらすのかもしれな

の言葉や励ましの言葉，自分たちも 5年生になったら

がんばりたいという意志表明などがあった.そしてこ

の勉学年のアンケート結果やメッセージを 5年生に

フィードバックする際はフリントiこして配布したのだ

が，本プログラムの授業の中で. rトイレ掃除jの実

技時間と並んで 5年生がより真剣な表情を見せた時

間であった.メッセージが印刷されたプリントを鶴か

ら窮までしっかりと食い入るように自を還しており，

他者からの評伍に対する興味の度合いが伺えた.
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〈人〉

評伍後の 5年生の感想 (N=38)国 2

これらの評留を受け. 5年生がどのように感じたか

自由記述したものを分類してまとめたのが図 2であ
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しに

る.

5年生の感想で誌「感謝されたjことに対するうれ

しさを示す記述が 9割近い子どもに見られた.

また，掃除後の惑想、が f否定的Jrどちらともいえな

いjであった子どもも評価後の感想ではfやってよかっ

たjという書き込みをしている.たとえばある女子は

指除後の感想、で f鳥凱がたってしょうがない，そうじ

はもうしたくないjと書いていたが，評価を受けた後

詰「トイレ掃除をしてよかったなぁと思いました.あ

りがとうという言葉を言ってもらうとなんかうれし

かったですjという記述を残した.他者からの評価を

受けることでトイレ掃除の印象がすっかり変わってし

まったことがうかがえた.

本プログラムは 5年生と他学年の間で何度もやり

敦りが行われる内容になっている. 5年生から飽学年

に対するトイレ利用アンケート調査，その結果発表，

勉学年かちの 5年生に対する評価というように，他

学年の児童は単なる努観者ではなく，本プログラムの



表 5.事前事後の子どもの意識の変化

平均(事前〉

l 入のいやがることでもすすんでやろう
2.74 

と患う

2 人のためになることをしたいと思う 3.39 

3 自分でくふうすることが，すきだと思
2.89 

つ
4 こういうことがしたいなぁと考えると

3.66 
わくわくする

5 閤った入がいたら相談にのってあげよ
3.42 

うと d患う
6 人から[ありがとうjっていわれると

3.71 
うれしいと患う

7 自分がしたことで，入が喜ぶとうれし
3.61 

しミ

8 学校のトイレをきれいに襲おうと思う 3.63 

9 他の入にも学校のトイレをきれいに
3.53 

使ってほしいと思う

10 学校のトイレで，自分が汚したところ
3.45 

は自分できれいにしようと思う

11 学校のトイレは気持ょいと思う 1.95 

12 学校のトイレ掃除をやりたいと思う 1.71 

13 学校でトイレに行くのは恥ずかしくな
3.92 

いとj思う

14 学校のトイレで大梗をするのは恥かし
3.21 

くないと患う

5. まとめと課題

(1) 市民科のプログラムとしての意義

本プログラムは市民科が設定する身につけさせたい

力の領域{自己管理JI入間関係形成JI自治的活動JI文

化創造jのテーマにも沿うことができ， Iトイレjとい

う学校空間の必須施設を教材にしたことは，子どもた

ちが「学校jという社会でひとつの役割を担うことを

体感する機会となった. トイレ掃除やアンケート調査

などのプヨグラムを実行することは実質的にトイレを

きれいにし，抱学年に対する薯発活動となっており，

学校トイレが抱える問題を解消する方向へ導いてくれ

た.立.デ、ユルケムのいうように「学校は小さな社会で

あるJ.学校という社会が必要としている役割を子ど

もたちが担うように計画されている本プログラムは市

民科のプログラムとして十分意義のあるものであると

考えちれる.以下異体的にプヨグラムの効果をまとめ

た.

平均(事後) t fi重 自由度

2.89 -1.00 37 

3.82 -2.92 37 ** 

3.37 -3.52 37 *牢

3.84 -1.23 37 

3.68 -1.82 37 

4.16 -3.33 37 *事

3.97 -3.03 37 ** 
4.26 -4.13 37 ** 
4.34 -4.98 37 

3.79 -2.59 37 * 

3.16 -8.53 37 

3.61 -9.36 37 

4.03 -0.66 37 

3.63 -2.92 37 *牢

* *~ま p く .01 *はpく.05

大きな達成感をもたらし，当初トイレ掃除に対して否

定的な意識を持ち，嫌悪感を示していた子どもでも，

ほとんどが掃除後には肯定的な意識に変化し，荷か成

長したような感覚の経験，責任感・達成感，自立心を

芽生えさせることがわかった.また fいやだ」と患っ

ていることにあえてチャレンジすることが，意外な楽

しさや，満足感を子どもにもたらし，それが子どもを

メンタル面で大きく成長させると考える.

②活動に対する評価と成果のフィードパックがもた

らす効果

5年生が行った一連の活動に対して，抱学年の克童

からの評価を与えてやることで，学校という社会で，

5年生自身が一人の市民として貢献し，責任を果たす

ことを模擬体験できたのではないかと考える.

今回の場合，他学年の評植はほとんどが 5年生の活

動に感謝する内容のものであり， 5年生にとっては相

当な励ましになっていた. これらはパンデ、ユーラの言

う自己効力感の起源である「社会的な説得jに当たる.

5年生は自らトイレ掃除をしたことで向か成長したよ

①トイレ掃除の効果 うな感覚を経験しており，効力惑の確冨とした信念を

トイレ掃除には， トイレ空間そのものがきれいにな 作り上げたといえる.そして他学年から感諾されるこ

るという物質的な変化が伴うが，その変化は子どもに とで，より努力したいと思うようになっていた.自分
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が行為の主体であると確信していること，自分の行為

ζついて自分がきちんと統制しているという信念，岳

分が外部からの要請に対応しているという確信が自己

効力感であるから，活動に対する評価をフィードパッ

クすることは子どもの自己効力感を高めることに大き

く貢献しているといえる.他学年からの評価によって

トイレ掃除の印象が180度変わる 5年生もおり，他者

かちの評留が恒人の自信を高め， 自治的な活動を促進

するためには重要であることがわかった.

③ 他学年とのインタラクションがもたらす効果

本プログラムでは，主体となる 5年生と飽学年が常

にやりとりをして，情報収集，報告・発表，評価を行

うしくみになっている. 5年生のための学習プログラ

ムではあるが実際は全校児童がプログラムに参加して

いることになった.評価をする側の子どもの多くは[学

校のトイレをきれいに使うjとアンケートで答えてお

弘自由記述の中には f私たちも 5年生になったらト

イレをきれいにしますJというものがあった. これ

は自己効力惑の起源である f社会的なモデリングjに

相当し， 5年生が活動する姿を見ることで，他学年の

子どもがトイレをきれいにすることを動機づけられた

と考えることができる.

それと同時に 5年生は活動を通して抱学年の意識

を害発することに成功したことになり， これは自己効

力惑の起源である f熟達の経験jに当たり， 5年生と

他学年の子どもたちは互いに高めあう結果となった.

④ 学校トイレが抱える問題を解治する効果

本プログラムの 5年生自身の目的は，文字通り「学

校のトイレを気持ちよく使うために考えるjであるか

ち， 目的を達成するためには全校児童の理解と協力が

必要であり，彼らの意識を啓発できたということは 5

年生のプロジヱクトは成功であったことを意味する.

これは 5年生が f学校jという社会で超こっている問

題をプログラム中の役割を果たすことで実践的に解決

の方向に導いたことを意味する.

(2) 本プログラムの課題と可能性

l.他の学年にアンケートを頼んだ、り，感想、を求め

る内容になっているため，毎年同じプログラムで

は冨自みが薄れてゆく可能性がある.プログラム

自体も発展させながら，毎年作り変えてゆく盛要

がある.

2.子ども遠から画期的なアイデアが出ることがし

ばしばあるが，時間や授業の体制上かなえるのが

難しいことが多い.たとえば， 5年生が前年の経

験者である 6年生からアドバイスを受けること

や，他の学年に対して掃除の指導を実施するこ

と，掃除当番を自分たちで編成し，掃除を定期的

に行うなどは実際に子どもから出たアイデアであ

るが，これちを実行させるには，柔軟な時間的体

制，指導部の人的体制が必要になる.子ども達か

ら芽生えた自治的活動をどのようにサポートして

盛り上げていくか，プログラム終了後もそれを活

かせるようなしかけができるとより興味深い展開

が期待できる.

3.用務主事，保護者，地域ボランティアなどサポー

ターの協力が得られれば プログラムをより豊か

で濃い内容にすることが可能である.

4.今後の可能性としてトイレ以外の蒐設へとテー

マを広げてゆくことも考えられる.

5. 本プログラムから発展して，子ども達の自治的

活動として学校内に「保全センタ-J的な組織を

運営することができれば頼もしい.さらに複数校

で同じ取り組みをすれば，学校関でそれらの情報

交換ができるようになり，興味深い相互交渉の場

ができるだろう.

(おわりに〉

城南小学校には，ハードなカリキュラムを組んでお

られる合間に本フログラムを導入していただき，大変

感議しています.16年度担在の井村季子先生， 17年度

担任の伴博司先生には心からお礼申し上げます.あり

がとうございました.
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